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【問題】 ⽇本の⾷品ロスの量は、年間６００万トンを超えてい

ます。⾷料の多くを海外からの輸⼊に依存しているのに、その多

くを捨てている現実があります。 

次の資料１は、「⾷品ロスをめぐる現状、発⽣要因」について、

資料２は、「⾷品ロスを減らすための具体的な取組み例」です。 

そこで、あなたが国のトップリーダーとして国⺠に、まず、資料１を⽤いて「我が国の⾷

品ロスの現状」を伝え、さらに、資料２を参考にして、「⾷品ロス削減」に向けたあなたが

考える具体的な取組みについて、６００字以内で述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【資 料１】  

・「⾷品ロス」とは、本来⾷べられるのに捨てられている⾷品のことです。 

                                  

・⽇本の年間の⾷品ロス量は、年間６１２万トンで、この量は、次の量に相当します。 

  ＝毎⽇⼤型（１０トン）トラック、約１６８０台分 

＝年間１⼈当たり４８㎏（毎⽇１⼈がご飯を１杯分捨てていることになる。） 
                           

・⾷料を海外からの輸⼊に⼤きく依存しています。（⾷料⾃給率は、３７％） 
                         

・⾷品ロスの内訳は、次のようになります。 

 事業系：３２８万トン（５４％） 〔規格外品、返品、売れ残り、⾷べ残し〕 

 家庭系：２８４万トン（４６％） 〔⾷べ残し、⼿つかずの⾷品（直接廃棄）、 

⽪のむき過ぎなどの過剰除去〕 

 

・「まだ⾷べられるのに捨てた理由」 

家庭系の『⾷品ロス消費者庁調査』H29（徳島県） 

 

 

 

 

 



【資 料２】 

・[法律]  「⾷品ロス削減推進法」令和元年１０⽉１⽇施⾏。 

１０⽉は「⾷品ロス削減⽉間」、１０⽉３０⽇は、「⾷品ロス削減の⽇」と定められた。 

 

・[店舗での⼯夫]  「すぐに⾷べるものは、⼿前からとってね！」 

  スーパー等で消費者に棚の⼿前から⾷品をとってもらう「てまえどり」啓発を実施しま

しょう。 

 

・[家庭での⼯夫]  ⾷べきれる量を作る。 

  家族とのミュニケーションで、家族の予定、体調や健康を考慮して⾷べきれる量を作り

ましょう。 

 

・[外⾷・宴会での⼯夫] ⼩盛りメニューやハーフサイズ等を活⽤する。 

  ⾷べられる量を相談できるお店を選び、⾷べきれる量の料理を注⽂しておいしく⾷べき

りましょう。また、宴会では料理を楽しむ味わいタイムを設けましょう。 
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